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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
動物が人間にもたらす効果は種々の論文等で発表され、ゆうとぴあでもセラピードッグを導入し良い効果があったと報告されている。富益しあわせデイサービスでは認知症ケアの一環としてセラピードッグが導入されている。セラピードッグと触れ合い、重度の認知症で、暴言・暴力等の行動のある方に対して、精神安定が図れ、良い効果があった事例もあったが、必ずしも望ましい効果が得られない場合もあった。今回、セラピードッグの導入方法を検討するために、全利用者を対象にアンケートをとったので、事例と共にアンケート結果を報告する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
認知症の軽度の方または中等度の方には、えさやり、水やり、散歩、ボール投げなど犬の世話や犬と遊んでいただいた。

認知症状のある利用者にセラピードッグとの関わりを持ち、セラピードッグをなでる行為があるか、名前を呼ぶか、発語があるか、表情はどうかなどの反応を見た。また、その後の様子、他の利用者との関わりなども観察した。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
対象事例の方は精神状態にむらがあり、日によってはセラピードッグとの関わりが持てないこともあったが、NMスケールが６点から１０点に変わり、犬への関心、精神安定などの効果がみられた。発語、自発語、笑顔などが増え、暴言・暴力等の行動も少なくなった。

考察及びまとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
犬を好きな利用者に対しての成果は、癒しによる安堵感などの精神的作用が働いたと考えられる。アンケートにより犬の大きさや色が影響を与えることがわかった。怖いという先入観を少しでも取り除くために、職員や犬を好きな利用者がセラピードッグと関わるところを見てもらい、人間に対して襲いかからない犬であることを理解してもらい、少しずつ距離を縮めていくような配慮をしていくことが今後の課題である。
